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 －５月１４日－ 

桜並木会議の活動について、昨年度の総まとめと本年度の計画について

報告いたします。皆様お誘いあわせの上、お集まり下さい 

日時：５月１４日（土） １０時～１１時 
場所：上北沢区民センター 第１会議室（京王線上北沢駅南口下車３分） 

①平成２７年度活動報告と会計報告  ②平成２８年度活動計画と予算計画 
③上北沢桜並木の現状と今後の維持活動について 
④上北沢および周辺地域の問題点と課題について  ⑤その他 

 －３月５日(土)－ 

講師：石井誠治樹木医 
朝方から晴れて、気温は 15 度くらいまで上がり、天候
に恵まれた観察会となりました 
参加者は、ご近所の方をはじめ国立市の｢国立さくらも
り｣の方等、合計で28名でした 

ご近所の方は、今回初めて花芽観察会に参加いただいた
方も多く、近年の観察会の中では最も多い参加者でした 
初参加の方に対する丁寧な説明は講師の石井樹木医が最も得意と
するところであり、皆さんは熱心に観察・聴講されていました。桜
並木以外の話題も多く、ユーモアを交えたお話を伺い、時間が短く
感じられました 
観察結果については、別紙に示したとおり10本の桜が『要観察』等、何らかの対応が必要となります 

－４月２日(土)３日(日)－ 

桜の花はほぼ満開で、ちらほらと花びらも散る、最高の開花状況でした。 

桜並木会議では、昨年までと違い、物販は行わずに以下の展示とオリジナルマップ等の配
布を行いました 
●野口健司様の絵：「昭和初期の上北沢と附近の風景」（７枚） 
●和田和典様提供の写真：「写真で見る昔の上北沢」（９枚） 

●石井昭当会代表作成の絵と物語：「上北沢にちなんだ昔
の物語」＝「農夫宇兵衛」、「竜神の嫁」 
●京王線鉄道高架事業によって失われる「踏み切り前の
広場」（図面）および関連する用地買収の範囲図 
●上北沢桜並木の現況（図） 
展示位置は会場の入り口(一番北側)で、最も目立つところでした 
多くの方にお立ち寄りいただき、展示物のそれぞれに質問を受
け、立ち会っていた桜並木会議の会員も大忙しでした。 
配布した、｢オリジナルＭＡＰ｣は各日100枚以上準備しまし
たが、午後の早い時間に無くなりました 
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京王線連続立体交差事業・大踏切付近は・・・ 

◆京王線連続立体交差事業が進められています（平成26年～35年の10年間の予定） 

連続立体交差事業によって鉄道は高架となり、現在の踏切はなくなります。
上北沢駅周辺をみると、鉄道は現在より南側にシフトし、北側に新しい道路
（幅員６ｍの側道）ができます。南側にも高架に沿って幅員４～６ｍの道路
ができる計画です（図の鉄道断面参照） 

◆大踏切付近は・・・ 
上北沢駅東の大踏切南側の広場はほとんどなくなります 
現在踏切付近では人や自転車・自動車が集中して、横断することも危険を伴
いますが、その広場はほとんどがなくなり、人と車の動線はどうなるかわか
りません 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

♠上北沢公園は鉄道立体
事業によって、道路が南
側に寄ってくるため縮
小されます。いままで利
用していた遊具も一部
なくなります 

 

 

 

 

 

🌼将軍池公園には桜がきれ
いに咲いていました 
公園の周りは河津桜で、
上北沢桜並木のソメイヨ
シノの開花よりもひと月
位早く咲いていました 

(2 月 27 日撮影) 

♥上北沢小学校の桜も元気
です 

 

 

Ａ断面図 Ｂ断面図 

Ａ 
Ｂ 
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２０１６年 ２０１７年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

花芽観察会と観察記録の更新

落花・落葉時の清掃活動
  ・町会に協力
  ・小学校や福音寮の方々の協力

桜並木剪定

害虫駆除、対策

桜並木通信の発行 ○ ○ ○ ○

○

胴ぶき･ひこばえ
の処理

枝切り

ﾓﾝｸﾛ
ｼｬﾁﾎｺ
対策

コスカ
シバ

駆除

区が実施

枝切

り

ﾌｪﾛﾓﾝ
薬剤管
設置
(ｽｶｼﾊﾞ
ｺﾝ)

 
 
平成 27 年 4 月 4･5 日 

5 月 9 日 
5 月 20 日 
6 月 17 日 
6 月 21 日 
7 月 14 日 
8 月 9 日 

上北沢桜まつりに参加（広報活動・出店） 
活動報告会を開催 
桜並木の枝切り（胴ぶき、ひこばえ）を実施 
コスカシバ（害虫の幼虫）の退治を実施 
都市デザイン課『風景づくり交流会』へ出席(8月22日、28年1月30日) 
桜並木の画像診断の実施（３回目 14 本を対象） 
№３の伐採と№４８～№５０の枝切り対策（石井誠治樹木医立合い） 

平成 28 年 1 月 24 日 
2 月 2 日 
2 月 6 日 
3 月 5 日 
3 月 13 日 

「お楽しみ会」実施（清掃活動を手伝ってもらった子供達に感謝する会） 
世田谷まちなか観光メッセ」に協力 
上北沢小学校へ移植した桜の観察 
桜並木の花芽観察会を実施、それを基に桜並木履歴を整理 
「都市デザインフォーラム 2016」に参加（出展、セミナー参加） 

定   例   会：月例会、事務局会議を概ね月１回実施 
桜 並 木 清 掃 活 動：花・ガクの時期および落葉の時期に実施 
禁 煙 キ ャ ン ペ ー ン：町会に協力する形で参加 
上北沢桜並木会議通信の発行：平成２７年４月、９月、平成２８年２月（３回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

桜並木の新しい仲間・№７の植え桝 
 
♣桜並木の新しい仲間 
平成 27 年～28 年に植えた桜です。 
№３、№４１で、桜の種類は『ジンダ
イアケボノ』です。 
№３は今年開花しました。№４１は開花
しませんでしたが、元気に育っています。 

 

 

 

 

 

♣№７の植え桝 
桜の植え桝が
桜の根によっ
て 持 ち 上 が
り、通行の妨
げになってい
ます。 
試験的に植え
桝を撤去して
改 良 し ま し
た。 
 

 

№３：開花 №４１：開花しない 

上段：№７ 施行前 

下段：№７ 施行後 
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複写

印刷費

26.9%

機材

備品費

2.5%
消耗品費

15.3%

通信費

8.0%

外注費

26.2%

ＨＰ

維持費

16.6%

会議室

借用費

1.5%

その他

3.0%

２７年度 支出(３００,９９１円）

複写

印刷費

25.0%
機材

備品費

0.0%

消耗品費

15.0%

通信費

10.0%

外注費

25.0%

ＨＰ

維持費

18.0%

会議室

借用費

2.0%

その他

5.0%

２８年度 支出計画(２５０,０００円)

平成27年度の実績を基に全体で25万円の
計画としました（繰越金含む）。 

上北沢桜並木会議とは？ 

上北沢駅前の桜並木は、８０年余前に開発された住宅地に植えられ、その後、地域のシンボルとして､地元の人々

に親しまれながら、近代化の時代の流れの中を生き抜いてきました。 

桜並木を中心とした街区は､昭和５９年には｢せたがや百景｣に､平成１４年には｢世田谷風景づくり条例｣に基づく

｢地域風景資産｣に、選ばれています。  

桜を大切にする心を種として生まれた､上北沢桜並木会議は､地域のコミュニティとしての役割を果たすことをめ

ざしています。 

お問い合せ：info@sakuranamiki.org     連絡先：石井 昭 TEL:3303-1524 

【平成２７年度　会費納入者】 ［順不同・敬称略］

個人 青木昭明 青木俊江 荒井都志子 井伊和子 飯田晴美 石井昭 石井直美 石井誠治 石井秀夫 石井裕晶
石野行宣 伊藤文雄 伊藤万喜子 稲垣道子 稲田信之 井上雅人 井上慶子 井村博美 受川包子 大澤義正
大野邦子 大橋真理 岡田慎太郎 奥住弘子 落合貴之 勝村静子 門田実 金井文彦 金子紀子 上村米
萱沼孝子 川瀬裕一郎 河原塚晴江 木内二郎 北林ゆき 栗原益美 小池初子 古賀純明 古上和子 小島秀康
小松利一 小宮幸子 齋藤靖彦 定行剛志 佐藤千枝子 佐藤三鈴 佐藤恭雅 眞田芳男 下田道子 杉浦秀典
杉浦弘和 杉江靖子 杉山正範 曽根田道子 高田薫 高橋孝 (高橋政子) 滝沢博之 田中優子 田中由紀子
谷平達昭 玉川博記 田村明義 辻和男 土川丈夫 土屋徳之助 寺倉恭尚 内藤雄一 長尾利雄 長峰博明
長峰久美子 中村正明 中村洋一 難波誠一 新田ノブ子 野口幸男 野田有一 萩原礼人 橋本喜寿 林昌二郎
原哲也 原由子 東哲也 福永順彦 福永成子 福山浄加 藤井邦宏 藤田則大 藤本彩子 星野慎一郎
星野真理 堀江ミユキ 堀川主計･雅子 松井伸崇 松本晃一 皆川賢一 宗岡朋子 村上勧 元木秀夫 森田英介
八木崇 安武達也 安武緑 山口雪子 山崎曜 山崎耕宇 山室和夫 吉田邦子 和田和典 綿谷洋

法人 (株)アリーナ　おがわ整骨院　桂眼科クリニック　上北沢動物病院　(株)川越屋［浅倉哲三］ サンヨーホームズ(株)

 

昨年度の収支結果と今年度の計画の詳細はつぎのとおりです。 

【２7 年度の収入】 

会費（寄付金含む）：249,000 円 

 

【２8 年度の収入予定】 

会費（寄付金含む）：2２0,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

平成 27 年度は、個人:110 人、法人:6 社、合計:116 人・社の方から 
合計 249,０00 円の会費をいただいています。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●桜並木会議が行う月例会(第３火曜日18:00～)や行事等に、是非ご参加下さい。会議の場所は
ＨＰ（http://www.sakuranamiki.org/）をご覧下さい。 

●桜並木会議の活動状況は、ＨＰ（http://www.sakuranamiki.org/）で報告していますの
で、ご覧下さい。 

平成27年度の実績では約5万円の差があ
りましたが、繰越金で処理しました。 
残った繰越金は平成28年度の会計に繰り
入れます。 


